
 経営資源は「人・物・金」と言われて来ましたが、最近、「情報」が加わっています。確かに、顧客データを上
手に活用すればＣＲＭ（Customer Relationship Management）という事も可能になり、よりお客様との関係性
がよくなります。こういうマーケティング的な利用が、これからもドンドン進化して行くと思います。 
 しかし、日常活動を見ていると「それって、早く教えてよ～」という事態に、結構、遭遇します。その「それ」は
情報を持っている人しか分からない深い内容という事もあります。例えば、うちの会社は外見上は経営コンサ
ルティングという事になりますが、実は、ホームページの制作やソフトウエアの制作なども行っているのです。
また、単にソフトウエアと言っても中味が分からないですね。うちの場合、VB.ｎｅｔやＶＢＡというプログラム言語
でアプリケーションを開発しています。さらに、「ＥＤＩデータを自動翻訳」とか「文書管理システム」とか細分化
されます。 
 このように、「情報」と言っても奥深い物があるのです。例えば、仕入先と 
いう事でもＡ社と言っても人によって捉え方が違ってきます。ある人は、単 
に商品の仕入先という認識というケースもあるだろうし、別の方はＡ社の○ 
○さんに頼めば□□がうまく行くという個別性もあるのです。この各自が持 
っている「個別性」を共有化する事がビジネス展開で非常に大切になって 
来ています。 
 右掲は、当社が勧業展で公開した「文書管理システム」の 概要図です。 
実際にあるお客様で活用して頂いており、思わぬ効果が出ています。例え 
ば、仕入先が提案して来た商品の資料をＰＤＦ化して登録しているので、 
数ヵ月後にお客様から問合せがあっても「３Ｄプリント」というキーワードで 
 
 
検索すると該当のデータがズラリと表示されるのです。その中からお客様の御要望に近い資料を選び出して
印刷して届けるという仕掛けなのです。 
 さらに、このシステムの応用編があるのです。お客様の情報を入れておくのです。例えば、先ほどの「３Ｄプ
リント」というキーワードでも、関心を持ってもらったお客様を登録するフォームを用意されて「潜在需要」として
提案した履歴が担当者のコメントと共に残るのです。こういう情報を蓄積する 
と類似商品が出た時にご紹介するターゲットを選び易くなります。また、日報 
報告などでお客様の声を残すようにもなり、担当者が変わっても状況を把握 
しやすくなるのです。 
 このように、単に「情報の共有化」と言っても活用の仕方によって大きく変わ 
ります。営業関係の方は、失敗してから上司が「○○しとけば・・」と「後出しジ 
ャンケン」の発言が飛んでくるのが一番堪らないものです。日報による報連相 
のあり方も改善する必要がありますが、その過程で蓄積する情報も大切な価 
値を産むものなのです。例えば、「３Ｄプリント」という検索キーで過去のお客 
様のレスポンス状況が分かりターゲットが明確になるのです。 
 この「情報」の価値を社員の方々が理解し始めて、従来、「○○のＰＲ」という 
風な文切方の報告が多かったのですが、お客様の声を書くようになって、上 
司の反応もより具体的になって「取る為に」という意識が共有化されるようにな 
ったのです。タナベ経営の「変革」は「自分を変え、やり方を変え、リズムを変 
えよう」という物ですが、日報の風土が変わって会社のリズムが変わったので 
す。これは立派な見えざる資産なのです。 
 単純な「文書管理システム」ですが、現場の使い方でこんなにも価値が高ま 
るのです。まさに、「現場は宝の山」と実感しています。 
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ＭＭＱＣとは「もっと儲かる業務改善」で「業務改善は、人づくり、品質づくり」を実践する着実・前向き・具体的な活動です。 

平成２７年１２月１日（火） 

当社が平成２４年に「経営革新計画」の承認を受け 
て「営業マネージャー君」というＣＲＭソフトを開発 
して来ましたが、今回、ご紹介しているように、発展 
系のソフトで意外な価値を産むようになりました。 
まさに「現場は宝の山」を実感しました。  栩野 

「情報の共有化」のスタート台は「文書」から 
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ワンポイント・アドバイス 
「デジタル・デバイド」という言葉 

が以前に流行した事がありまし 

たが、中小零細企業のデジタル 

利用は生産面でもＮＣ化が進ん 

でいないケースが多いのです。 

日報も紙ベースが主流ですが、 

それすら書かないケースもありま 

す。まさにアダム・スミスの言葉 

「神のみぞ知る」と 

いう無管理な世界 

なのです。これを 

少し改めると大きく 

価値を産む事 

なるケースも 

あるのです。 

現場は宝の山 
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